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論 文 内 容 の 要 旨
著者の教室では顎関節の増齢的推移を組織学的に種々検索を行ない今日まで数編の業績が発表されてい
る｡
















2. 頭頂部を被覆する組織はこれを 3 層に区別することができる｡
3. その第 1層は軟骨組織であり初生児においては全般に同厚径をもって頭頂を被帽しはなはだ厚層で
あるが, 頃合運動の開始に伴ない漸次厚径を減じ, 生後 1年 6 か月頃になると初生 児の1/3以下となり,
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永久歯の茄出以降においても厚径の減少を継続する0
4. 初生児および乳児期における第 1層内には泡状の巨大な軟骨細胞が碍密に分布 し, 基質も僅少かつ
無構造様を呈 している0
5. しかし増齢的に細胞形態は漸次縮少 し, 基質の増加を来たすとともに腰原繊維の配列が明らかとな
り, 生後 1年 6 か月頃になるとようやく繊維性軟骨の組織像を現わすに至る｡
6. さらに年齢の遷むにしたがって軟骨細胞の形態はますます縮少 し, その分布量も減ずる反面基質内
の暦原繊維は粗大かつ密となり, 50才以降になると深部の石灰化層より樹枝状を呈 して石灰沈着が進み,
この附近に包埋されている軟骨細胞にはその周辺に皐を有するものが多数出現する｡
7. 被覆第 2 層内には繊維成分が密に配列するとともに, 偏平な結合織細胞が並行状に分布 してヘマ ト




8. 第 3層は最表のもので強靭な敏雄束が並行状に配列 し, 第 1層とほぼ同厚径かそれよりやや薄層で
ある｡
9. 第 3層を構成する腰原繊維束は, 増齢的に粗大化するとともに撤密さを加え細胞成分も結合織細胞
のほかに少数の軟骨株細胞を混え, これが増齢的に漸次増加する｡
10. 第 3層の最表層面には細長な繊維成分が並行 し, 滑液膜層を形成する｡
ll. 下顎小頭頂部を構成する骨壁の年齢的変化は顕著で, 初生児および乳児期においては繊細な骨梁が
並行に配置されているが, 活発な造骨現象のために漸次骨質は樹枝状に増殖 し, 相互に連絡せんとする態
勢を示 している｡ 初生児より乳歯期においてこの骨梁問の間隙が広 く, したがって被覆組織と骨髄腔とは
広範囲にわたって交通している｡





14. 下顎小頭の前後側壁にも増齢的変化がおこり, 初生児および生後 2 か月- 3 か月の乳児においては
罪弱な骨梁が島峡状に連らなってはなはだ多孔性である｡ しかし骨梁面には造骨機転が著明に営まれて骨
質相互を連絡し, 一層の骨壁を形成せんとする態勢を示し, 生後 1年 6 か月頃になると罪薄ながら一層の
撤密骨質壁となり, これが増齢的に漸次強固となる｡ また骨壁は校合機能に対応 し常に吸収添加の両現象
を営んでいる｡









論 文 審 査 の 結 果 の ≡要 旨
下顎小頭の組織学的構造は頃合機能や年令にともなう変化が予想せられるにもかかわらず, 従来系統的
な研究に乏しかったので, 著者は初生児から65才までの人材料23例について, 歯牙未萌出期, 乳歯期, 永
久歯期, 歯牙喪失期に分類し, その組織学的推移を研究し, 次のような結果を得た｡
1) 関節頭における被覆第 1層である軟骨組織は初め硝子様軟骨であるが, 増令とともに漸次線維性軟
骨の性状を呈し, その厚径も漸次減少し, 50才以後には部分的に石灰化が進行する｡
第 2 層をなす結合組織は幼児においては不明瞭であるが, 増令的に漸次明らかとなりその厚径をますが,








ぼ並行に配列されるようになるが, 老令となると再び罪弱となり, その配列もまた乱れてくる｡ 関節頭内
髄月室は初め赤髄で占められているが, 20才前後から脂肪化が起こるが, これには個体差が多く, かなり高
令でも赤髄をもって占められているものがある｡
本論文は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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